
記者発表資料
平成２６年 ３月１４日

国土交通省 東北地方整備局 秋田河川国道事務所

国道１３号 河辺拡幅
か わ べ か く ふ く

道路拡幅工事が一部完了 交通混雑緩和に向け

平成２６年３月２３日（日）に開通します。

国土交通省がこれまで事業を進めてきました、国道１３号河辺拡 幅において延長
かわべかくふく

６００ｍが平成２６年３月２３日（日）に開通します。

「河辺拡幅」は、秋田市河辺神 内字神 内から秋田市上北手古野に至る延長６．６
かわべじんない じんない かみきたて こ の

ｋｍの道路で、「交通混雑の緩和」、「沿道通学路の安全確保」、「緊急搬送の安定性」

など、より快適で安全・安心な地域づくりに向けて、道路を２車線から４車線へ拡

幅する事業です。

今後も、事業を推進して参りますので、ご理解ご協力の程、宜しくお願いします。

○今回の延伸による主な整備効果（別紙－１）
効果１：秋田市河辺地区における交通混雑の緩和
効果２：沿道通学路の安全確保
効果３：緊急搬送ルートの安定性確保 など

○これまでの整備効果状況（別紙－２）
効 果：中央公園入口交差点における渋滞長が改善

１．開通区間 ： 秋田市河辺北野田高野～河辺和田（延長６００ｍ）
かわべきたのだこうや かわべ わ だ

２．開通時間 ： 午前６時

発表記者会：秋田県政記者会

問い合わせ先

国土交通省 東北地方整備局 秋田河川国道事務所

副所長(道路担当) 今野 敬二 (内線205) 電話 018-823-4167(代表)
こ ん の け い じ

工務第二課長 東海林 寿
し よ う じ ひとし
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▼ ２車線区間のすれ違い状況イメージ

２車線区間では、すれ違いや追い越し時に危険を伴うと共に患者への負担も発生

▼ 河辺地区から市内三次救急医療施設への搬送件数

河辺拡幅の整備効果 別紙 － １

①秋田市と県南地域を結ぶ主要幹線道路の交通混雑の緩和

■国道１３号は、秋田市と県南地域を結ぶ主要幹線道路であるため、通勤等に
より２万台/日を超える交通が集中。
■４車線化となり堆雪帯が確保されることにより、朝、夕の速度が向上し交通混
雑の緩和が期待されます。

③緊急搬送ルートの安定性確保

②国道沿線通学路の安全性確保

■事業中区間は、平成23年、24年と死亡事故が連続して発生するなど、死傷
事故率が高い区間が多数存在。
■中央分離帯が設置され通学路も広くなり、児童の安全性向上が期待されま
す。

■当該区間は河辺地区からの第三次救急医療施設への搬送件数は年間３００件以上で推移。
■４車線化により、円滑で安定した救急搬送ルートの構築が期待されます。

資料：プローブデータ（H24年12～Ｈ25.1月平日（上り：17,18時台、下り：7,8時台））

資料：秋田市消防本部河辺消防署ヒアリング結果（H25.5）

かわ べ かく ふく

▲事故状況（H23.10.12/AM8:20）

▲積雪期の通学状況（H25.1）

雪により歩道が狭いため危険な状況

４車線化により、円滑な交通確保が期待

▼２車線区間の混雑状況（７時台 Ｈ25.1）

成人病医療センター

脳血管研究センター
秋田大学
医学部
附属病院

秋田赤十字病院

第三次救急医療施設

河辺地区
河辺消防署

・秋田赤十字病院
全救急搬送件数の内、約８割
（搬送経路 国道１３号利用）
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▼河辺拡幅区間の速度状況
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▼区間別死傷事故率

出典：イタルダデータ（ H19 - H22 ）
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※死傷事故率
自動車１万台が１万㎞を走

行した場合に起こる死傷事故
件数

事故件数での比較は、集計
する延長や交通量の違いに
より単純な比較ができないこ
とから、事故の発生件数を異
なる箇所でも比較できるよう
にした指標

85.1

（件/億台キロ）

77.4

死亡事故発生箇所

東北直轄国道（平地・山地部）

２車線区間

平均死傷事故率 ３０．６件／億台キロ
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河辺拡幅の整備効果状況 別紙 － ２

かわ べ かく ふく

▲４車拡幅前後の状況 （秋田市河辺北野田地内）
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◇中央公園入口交差点における渋滞長（最大５，３００ｍ）が、４車線拡幅後に約９割以上改善
◇整備前と比較し、４車線開通済区間の年間死傷事故率が、約８割減少

▼中央公園入口交差点の最大渋滞長

▼開通済区間の死傷事故率
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資料：秋田河川国道事務所
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※死傷事故率：自動車1万台が1万kmを走行した場合に起こる死傷事故件数
事故件数での比較は、集計する延長や交通量の違いにより単純な比較が
できないことから、事故の発生件数を異なる箇所でも比較できるようにした
指標

東北直轄国道（平地・山地部）
４車線区間平均死傷事故率
４２．９件/億台キロ

開通前（H13.7） 開通後（H25.6）

秋田市

渋滞方向
（５，３００ｍ→１００ｍ

15.4
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中央公園入口交差点

死傷事故率（開通前） ６６．８件／億台キロ
（開通後） １５．４件／億台キロ

約８割減少

約９割
以上改善


